
                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月 30 日、東公民館において、すくすく学級特別枠として、尾岱沼歯科診療所の所長であり歯科医師の伊勢 明先生を講師に招き、『乳幼児のための口腔衛生講習』を行いました。 ・「むし歯は病気である」との認識を持たなければいけないこと。（むし歯菌はうつります。） ・「むし歯ができるしくみ」から、日頃の生活習慣（特に食生活）が大きく関わっていること。 ・「アゴの発達」が歯並びに影響すること。（⇔鼻呼吸との関係→母乳でアゴがきたえられ、鼻呼吸もスムーズに。ミルクの場合は、哺乳瓶の乳首選びを慎重に。） ・「妊娠中からできる予防策」があること。（キシリトールの効果とその選び方）  などを学びました。 質問コーナーでは、多くのお母さんが手を挙げてくれました。 その中の一つ、歯みがきのタイミングについて紹介します。 「食後すぐに磨いた方が良い」という説と「歯の再石灰化が終わってから（40 分くらいたってから）磨いた方が良い」という説があるそうです。 ご存知の方もいるかと思いますが、物を食べると歯が溶け出します。（口の中が酸性になるということです。）と同時に歯を丈夫にしてくれているミネラル（カルシウムなど）も溶け出しているそうです。しかし、時間がたつと唾液の作用により修復され 40 分で元に戻るそうです。（それを歯の再石灰化というそうです。CM などで聞いたことありますよね！） そのため、何はさておきむし歯のもとになる食べカスなどをいち早く除去した方が効果的であるという考えと、まだ再石灰化が始まらないうちに（歯が溶けている状態で）歯みがきをするのは、歯を傷つけることになるのではないかという考えに分かれ、どちらが正しいとははっきり言えないとのことでした。 でも、一つだけ言えるのは、むし歯ができやすいのは、唾液が出にくくなる睡眠時なので、最低限、お昼寝と就寝前にはしっかり磨きましょう（磨いてあげましょう）とのことでした。 どちらにしても、食べ物や食べカスが口の中にあると、むし歯のできやすい酸性の状態が続くことには間違いありません。乳幼児は、三食の食事の他に栄養を補助する意味でのおやつの時間が必要な時期ですので、「おやつはやめましょう」とは言えませんが、時間を決めずにダラダラと食べ続けることとむし歯菌の大好物である糖分の取りすぎだけは控えたいものです。これは、大人の私達にも言えることですね。（甘いおやつ＋甘いジュースは NGです。） 常日頃、「むし歯ができないように」と毎日の歯みがきに悪戦苦 闘しているお母さん達ですが、実際のむし歯の衝撃的な画像に、 「子どもの歯を守るのは親の役目だ！」と思いを新たにすること ができた時間になりました。（「ムシバだぁ～」と反応しているお ともだちもいましたよ。）  以下、参加者の感想などを紹介します。内容からも、とても有 意義な時間を過ごせたことがわかります。 画像を使って、丁寧に説明していただきました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            
  
 

・口の中の衛生が、食べて 40 分経つと元に戻るという話 →きちんと時間を決めて食べることが大事だと思った。 ・（生えはじめの）理想的な歯並びは、隙間がある。 炭水化物とキシリトールの量が近いものを選ぶ。（キシリトールガムの選び方） ・アゴをきたえないと歯並びが悪くなる。 ・むし歯の写真が印象的、衝撃的（2 人） ・ほっぺにチューしても、子どもにむし歯がうつることに驚いた。 ・むし歯は病気ということにびっくりしました。 ・下の歯より上の歯がむし歯になりやすいという話。矯正の話。 ・ｐH（ペーハー）の話。むし歯ができるしくみ。 ・妊娠中からむし歯の対策ができることを初めて知った。 ・歯みがき以前に、普段からの食生活が重要とのことで、改めて考えさせられました。  
・自分も矯正していたので歯についてはたくさん指導を受けてきたが、今回知らないことがたくさんあり、勉強になりました。むし歯にならないように気をつけてあげたいです。ありがとうございました。 ・どの話も初めて聞くものばかりで、勉強になりました。上の歯だけがむし歯になる写真は驚きました。 ・夜中の授乳を減らそうかなと思いました。（寝かしつけにあげていた。） ・すごくためになる話ばかりでした。まずは、子どもを歯医者に連れて行こうと思いました。 ・とても勉強になりました。一度、伊勢先生に見ていただきたいです。いい歯を保てるようにケアをがんばります。 ・初めて聞くこと（キシリトール、上の歯の磨き方など）もあって勉強になりました。アゴの発達についても話が聞きたいです。 ・とても勉強になった。聞いたことのある話も忘れかけていたので、再認識できてよかった。 ・先生が一つひとつ丁寧に話をして下さるのでわかりやすかったです。参加してよかったです。 ・妊娠前に聞きたかった話もありました。こわい写真もいっぱいあったので、これから子どもの歯をもっと注意して見ようと思います。 ・子どものむし歯は、親の責任だと考えさせられました。歯みがきのみならず、おやつ、食事、もっと意識していこうと思います。キシリトールもうまく活用していきたいと思います。ためになるお話をありがとうございました。 ・母乳は長く吸わせていても良いものだと思っていたが、むし歯予防のためには、１歳前後でやめた方が良いことがわかってよかった。子の歯は、母親が守らねばと強く思った。 
 

 ☆西公民館からバスで参加した方は、乗車時間が 長くなりましたが、子ども達もよく頑張りましたね。参加者の皆さん、お疲れさまでした！ 口腔衛生の観点から、長く母乳を飲ませるとむし歯になりやすいと言われ ていたそうですが、母乳以外に糖分の摂取があり、寝かしつけに与えている場 合のことだそうです。今は、アゴの発育のためにも母乳育児を勧める歯医者さ んも多いそうです。あくまでも糖分を摂り過ぎないことが前提ですが…。 

 海外の先進国では、キシリトールの摂取によって、むし歯の子ども

が少なくなっているそうです。 
 ただし、スーパーなどで市販されているガムでは、あまり効果がな

いとか……。成分表示の炭水化物とキシリトールの量が同じくらいの  

物を選ぶと良いそうです。歯医者さんのキシリトールがおすすめです。

 

 


